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５３ ◆◆主な審議内容◆◆

「ふじみ野市の一般廃棄物
最終処分場において発生
する保有水及び雨水等の
処分に係る事務の委託に
関する規約について」に対
する附帯決議　

　ふじみ野市の一般廃棄物最終処分場

において発生する保有水及び雨水等の

処分に係る事務の委託に関する規約に

ついて、最終処分場の将来計画、三芳

町の最終処分場の汚水処理設備の老朽

化対策が不透明であり、また本議案の

提出に際しては、議会への説明手順に

問題があったと認識する。

　このような問題を解消するために、

行政側に対し、以下の対応を強く求め

るものである。

１．旧大井町及び三芳町の最終処分場

のあり方に関しては、災害時のが

れき置き場の対応を考慮に入れ、

早急に将来計画を策定すること。

２．上記の計画策定と同時に、三芳町

の水処理施設の老朽化に配慮し、

広域における水処理設備の新設

計画を設置場所を含め検討するこ

と。

３．本議案のように住民生活に直接影

響する議案に関しては、議会が充

分に調査、検討する時間を確保で

きるように配慮し、議案上程前に

議会に対して説明を行うこと。

以上決議する。

平成 23 年 12 月15日　　

埼玉県入間郡三芳町議会　

発

議

議
案
第
52
号
﹁
ふ
じ
み
野
市
の
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
に
お
い
て
発
生
す
る
保
有
水
及
び
雨
水
等
の
処
分
に

係
る
事
務
の
委
託
に
関
す
る
規
約
に
つ
い
て
﹂
に
対
す
る
附
帯

決
議
案
に
つ
い
て

　

議
案
第
52
号
に
対
し
て
、
ふ
じ

み
野
市
か
ら
の
受
け
入
れ
が
、
い

つ
ま
で
続
く
の
か
不
透
明
で
あ
る

た
め
、
最
終
処
分
場
の
将
来
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
を
求
め
る
附
帯

決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
可
決
し
ま

し
た
。

こ
れ
で
は
議
会
改
革

に
逆
行
す
る

菊
地

　

広
域
行
政
の
難
し
さ
を
再
認
識

し
た
議
案
第
52
号
に
対
す
る
附
帯

決
議
案
。
発
議
の
内
容
は
議
案
の

事
前
審
査
に
つ
な
が
り
か
ね
ず
、

ま
た
住
民
に
も
不
透
明
な
審
議
過

程
を
作
り
か
ね
な
い
。﹁
住
民
に
開

か
れ
た
議
会
﹂
へ
の
取
り
組
み
に

逆
行
す
る
よ
う
な
提
案
に
は
賛
成

で
き
な
い
。

中央公民館を廃止す
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２2

平
成
23
年　

第 

８ 

回 

定 

例 

会　
︹
12
月
１
日
〜
12
月
15
日
︺

今定例会の

あ ら ま し

　

平
成
23
年
第
８
回
三
芳
町
議
会
定
例
会
は
、
15
日
間
の
会
期
に

わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
議
案
１
件
を
﹃
否
決
﹄
と
し
、
そ
の
他
の

議
員
提
出
の
決
議
１
件
並
び
に
町
長
提
出
の
議
案
12
件
、
同
意
１

件
は
原
案
ど
お
り
﹃
可
決
﹄
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
３
件
及
び
陳
情
１
件
を
﹃
採
択
﹄
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
12
名
の
議
員
が
３
日
間
の
日
程
で
行

い
ま
し
た
。

　

議
員
提
出
の
意
見
書
は
７
件
が
提
出
さ
れ
、
１
件
が
撤
回
さ
れ

ま
し
た
。
審
議
の
結
果
は
３
件
が
﹃
可
決
﹄
、
３
件
を
﹃
否
決
﹄

し
ま
し
た
。

◆◆第８回定例会◆◆

条

例

改

正

三
芳
町
公
民
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

３
月
31
日
で
、
中
央
公
民
館
を

廃
止
す
る
に
あ
た
り
、
名
称
及
び

位
置
を
廃
止
す
る
と
し
た
も
の
で

す
。
公
民
館
を
廃
止
と
す
る
も
の

で
は
な
く
、
休
館
や
移
転
の
対
応

で
公
民
館
は
存
続
さ
せ
る
も
の
と

し
て
、
同
案
は
賛
成
７
名
、
反
対

７
名
の
同
数
と
な
り
、
議
長
裁
決

に
よ
り
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
質
疑現

在
、
公
民
館
を
ど
う
す

る
か
は
検
討
中
で
あ
る
。

新
し
い
と
こ
ろ
が
、
は
っ
き
り
し
て

か
ら
抹
消
し
て
も
良
い
の
で
は
。

今
あ
る
施
設
と
は
別
物
と

考
え
て
い
る
。
公
民
館
と

な
れ
ば
、
そ
の
時
に
第
２
条
に
追

加
す
る
。

規

約

ふ
じ
み
野
市
の
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
お
い
て
発

生
す
る
保
有
水
及
び
雨
水
等
の
処
分
に
係
る
事
務
の
委

託
に
関
す
る
規
約
に
つ
い
て

　

ふ
じ
み
野
市
の
一
般
廃
棄
物
最

終
処
分
場
に
お
い
て
発
生
す
る
保

有
水
及
び
雨
水
等
の
年
８
１
３
ト

ン
︵
平
成
22
年
度
実
績
︶
を
三
芳

町
の
水
処
理
施
設
を
使
用
し
砂
川

堀
へ
放
流
す
る
も
の
で
す
。

主
な
質
疑

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

侵
出
水
分
析
結
果
で
は
、

鉛
、
六
価
ク
ロ
ム
、
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ

ン
、
銅
、
亜
鉛
等
微
量
で
は
あ
る

が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
ふ
じ
み
野

市
か
ら
の
受
け
入
れ
の
期
限
が
定

め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
い
つ
ま
で
と

か
あ
る
の
か
。

期
限
は
明
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、
平
成
28
年
に
新
ご

み
処
理
施
設
が
建
設
予
定
な
の
で

清
掃
工
場
の
あ
り
方
を
考
え
て
い

く
。

る条例



請　　　願
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５５ ◆◆請願◆◆

採択

公
民
館
使
用
に
関
す
る
請
願
書

●
請
願
趣
旨

　

公
民
館
使
用
は
団
体
登
録
に
よ
る
減
免
規
定
の
適
用
も
あ
り
無
料
で

活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
登
録
団
体
の
構
成
に
関
わ
ら
ず
﹁
減
免
規
定
﹂

に
よ
り
使
用
で
き
る
こ
と
で
、
町
民
相
互
の
交
流
と
連
帯
の
機
運
を
つ

く
り
、
活
気
あ
る
町
づ
く
り
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
社
会
教

育
施
設
と
し
て
、
そ
の
機
能
と
役
割
を
果
た
し
、
よ
り
一
層
の
環
境
醸

成
と
条
件
整
備
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
請
願
し
ま
す
。

①
公
民
館
使
用
に
関
す
る
﹁
減
免
規
定
﹂
は
改
定
し
な
い
こ
と

②
中
央
公
民
館
解
体
後
は
、
速
や
か
に
同
地
域
内
に
公
民
館
を
設
置
す

る
こ
と

●
審
査
経
過

　

本
請
願
は
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
紹
介
議
員
及
び

請
願
者
よ
り
趣
旨
説
明
を
受
け
、
質
疑
応
答
を
行
い
、
そ
の
後
採
択
し
、

賛
成
３
名
、
反
対
３
名
の
同
数
と
な
り
、
委
員
長
裁
決
に
よ
り
、﹁
不

採
択
と
す
べ
き
も
の
﹂
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

　

本
会
議
に
お
い
て
審
議
し
た
結
果
、
賛
成
７
名
、
反
対
７
名
の
同
数

と
な
り
、
議
長
裁
決
に
よ
り
、
本
請
願
は
﹁
採
択
﹂
す
る
こ
と
と
決
定

し
ま
し
た
。

公
民
館
は
、
住
民
自
治
の
原
点
の
施
設日

本
共
産
党

　

実
利
一
辺
倒
で
な
い
、
学
ぶ
喜
び
を
感
じ
、
学
ん
だ
こ
と
を
社
会

に
還
元
す
る
姿
勢
を
示
す
こ
と
を
可
能
に
す
る
の
が
公
民
館
で
あ

る
。
そ
し
て
法
に
よ
り
守
ら
れ
て
い
る
権
利
を
住
民
が
行
使
し
て
い

く
た
め
の
住
民
自
治
の
原
点
の
施
設
で
あ
る
。
長
年
、
住
民
に
愛
さ

れ
活
用
さ
れ
て
き
た
公
民
館
は
、
町
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
施
設
で

あ
り
存
在
で
あ
る
。

採択

少
年
用
運
動
公
園
設
置
に

つ
い
て
の
請
願
書

●
請
願
趣
旨

　

子
ど
も
達
が
の
び
の
び
と
安
全
に
ス

ポ
ー
ツ
が
で
き
る
少
年
用
運
動
公
園
︵
子

ど
も
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
︶
を
設
置
し
て
少
年

ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
に
開
放
を
求
め
ま
す
。

●
審
査
経
過

　

本
請
願
は
、
総
務
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、
12
月
５
日
に
審
査
い
た
し
ま
し

た
。
ま
ず
、
紹
介
議
員
よ
り
趣
旨
説
明

を
受
け
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

︽
主
な
質
疑
︾

①
少
年
野
球
連
盟
か
ら
の
請
願
だ
が
、

他
の
ス
ポ
ー
ツ
と
共
用
で
は

②
設
置
場
所
、
広
さ
、
駐
車
場
の
必
要

性
に
つ
い
て

③
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
確
保
状
況
は

　

そ
の
後
参
考
人
よ
り
、
関
東
一
円
の
市

町
村
を
見
て
も
三
芳
町
ほ
ど
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
少
な
い
所
は
皆
無
で
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
の
健
全
育
成
が
で
き
る
施
設
の
必

要
性
を
受
け
、
更
に
質
疑
を
行
い
採
決

の
結
果
﹁
採
択
す
べ
き
も
の
﹂
と
す
る
こ

と
に
決
定
。

　

　

本
議
会
で
委
員
会
の
報
告
を
受
け
、

審
議
の
結
果
、
全
員
総
意
で
﹁
採
択
﹂

と
決
定
し
ま
し
た
。

採択

藤
久
保
公
民
館
の
カ
ラ
オ
ケ
機
器
の

入
替
に
つ
い
て
の
請
願
書

●
請
願
趣
旨

　

三
芳
町
で
は
年
々
、
高
齢
化
と
共
に
核
家
族
化

が
進
み
独
居
老
人
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
公
民
館

で
の
カ
ラ
オ
ケ
は
地
域
の
多
数
の
方
々
と
広
い
繋

が
り
が
持
て
ま
す
。
し
か
し
藤
久
保
公
民
館
の
カ

ラ
オ
ケ
機
器
は
既
に
老
朽
化
し
曲
の
選
択
幅
が
少

な
い
状
況
で
す
。
カ
ラ
オ
ケ
機
器
の
入
れ
替
え
を

積
極
的
に
推
進
し
て
下
さ
い
。

●
審
査
経
過

　

本
請
願
は
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
紹
介
議
員
及
び
請
願
者
に
趣
旨
説
明
を
受
け
、

委
員
間
の
自
由
討
議
を
行
っ
た
の
ち
採
決
し
賛
成

多
数
で
﹁
採
択
す
べ
き
も
の
﹂
と
し
ま
し
た
。

　

　

こ
の
委
員
会
報
告
を
受
け
、
本
会
議
で
審
議
し

た
と
こ
ろ
、
本
請
願
は
賛
成
多
数
で
﹃
採
択
﹄
と

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
反

対
が
多
く
、
整
備
も
不
十
分

で
あ
る

公
明
党

　

再
三
に
わ
た
り
提
出
さ
れ
た
藤
久
保
公
民
館

へ
の
通
信
カ
ラ
オ
ケ
設
置
は
、
全
国
の
公
民
館

を
見
て
も
ほ
と
ん
ど
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま

た
昨
年
実
施
し
た
公
民
館
利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
も
反
対
が
多
か
っ
た
。
社
会
教
育
の

場
で
あ
る
公
民
館
へ
の
通
信
カ
ラ
オ
ケ
設
置
は

防
音
の
整
備
も
な
く
反
対
で
あ
る
。
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４◆◆補正予算・同意◆◆

補

正

予

算

一
般

会

計
　

︵
補
正
第
６
号
︶

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
４

億
７
２
５
８
万
１
０
０
０
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ

れ
１
２
２
億
３
１
３
９
万
３
０

０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◆
主
な
補
正
内
容
︵
歳
出
︶
◆

●
文
化
会
館
オ
ス
ト
メ
イ
ト

　

設
置
工
事

68
万
３
０
０
０
円

︵
県
支
出
金
よ
り
︶

文
化
会
館
の
ト
イ
レ
に
オ
ス
ト

メ
イ
ト
を
設
置
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

●
家
庭
保
育
室
保
育
料
軽
減
費

１
５
２
万
２
０
０
０
円

家
庭
保
育
室
に
入
室
し
て
い
る

子
ど
も
に
対
し
て
保
育
料
の
軽

減
を
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

●
空
間
放
射
線
量
測
定
器

　

購
入
費82

万
５
０
０
０
円
︵
４
台
︶

住
民
へ
の
貸
し
出
し
用
簡
易
測

定
器
︵
３
台
︶
、
町
単
独
の
精
密

測
定
器
︵
１
台
︶
。

●
通
級
指
導
教
室
開
設
に
伴
う

　

環
境
整
備
事
業
費

１
５
０
万
円

通
級
教
室
開
設
に
伴
い
、
教
室

に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
も
の

で
す
。

一
般

会

計
　

︵
補
正
第
７
号
︶

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１

２
７
万
４
０
０
０
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
１
２
２

億
３
２
６
６
万
７
０
０
０
円
と

す
る
も
の
で
す
。

◆
主
な
補
正
内
容
︵
歳
出
︶
◆

●
放
射
性
物
質
検
査
手
数
料

37
万
２
９
６
０
円

町
内
５
ヵ
所
の
保
育
所
︵
園
︶

の
調
理
さ
れ
た
給
食
１
日
分
の

放
射
線
量
検
査
費
︵
月
１
回

測
定
、
３
ヵ
月
分
︶
と
学
校
給

食
放
射
性
物
質
検
査
手
数
料

︵
食
材
４
検
体
を
月
１
回
測
定
、

３
ヵ
月
分
︶。

●
農
産
物
放
射
線
影
響
自
主
検

査
事
業
補
助
金

90
万
円

農
業
者
が
販
売
を
目
的
と
し
て

生
産
す
る
農
産
物
を
検
査
機
関

等
で
行
う
放
射
線
影
響
自
主
検

査
費
に
対
し
て
の
補
助
。
検
査

費
用
の
２
分
の
１
補
助
、
限
度

額
１
万
円
、
90
検
体
。

 

国
民
健
康
保
険

 

特

別

会

計

︵
補
正
第
２
号
︶

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１

億
１
２
７
８
万
１
０
０
０
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ

れ
42
億
２
１
２
３
万
５
０
０
０

円
と
す
る
も
の
で
す
。

同　　意

　三芳町固定資産評価審査委員

会委員の任期満了に伴い、選任

の同意を求められましたので、

適任と認め同意することと決定

しました。

三芳町固定資産

評価審査委員会委員

島田　彌三郎 氏
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● 第８回定例会 ●

議案等

番　号
議　案　等　の　名　称

いぶき
日　本
共産党

公明党

石

田

豊

旗

井

田

和

宏

拔

井

尚

男

杉

本

し

げ

吉
村
美
津
子

増

田

磨

美

小

松

伸

介

岩

城

桂

子

内
藤
美
佐
子

菊

地

浩

二

久

保

健

二

細

田

家

永

山

口

正

史

山

田

政

弘

秋

坂　

豊

議案 46 号 三芳町長等政治倫理条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
議

長
○

議案 47 号 三芳町税条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

議案 48 号 三芳町都市計画税条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

議案 49 号
三芳町公民館の設置及び管理に関する条例の一部を改正
する条例

否　　決 ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ × × ○ × ×

議案 50 号
議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関す
る条例の一部を改正する条例

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

議案 51 号
ふじみ野市・三芳町学齢児童・生徒の一部の教育事務の
委託に関する規約の変更について

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

議案 52 号
ふじみ野市の一般廃棄物最終処分場において発生する保
有水及び雨水等の処分に係る事務の委託に関する規約に
ついて

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

発 議 ８ 号
議案 52 号「ふじみ野市の一般廃棄物最終処分場におい
て発生する保有水及び雨水等の処分に係る事務の委託に
関する規約について」に対する附帯決議案について

原案可決 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○
議

長
×

議案 53 号
ふじみ野市の一般廃棄物（不燃系粗大ごみ）の処分に関
する事務の委託に関する規約の変更について

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

議案 54 号
埼玉県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共団体
の数の減少について

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

議案 55 号
彩の国さいたま人づくり広域連合を組織する地方公共団
体の数の減少について

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

同意 10 号 三芳町固定資産評価審査委員会委員の選任同意について 原案同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

議案 56 号 平成 23 年度三芳町一般会計補正予算（第６号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

議案 57 号 平成23年度三芳町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

議案 58 号 平成 23 年度三芳町一般会計補正予算（第７号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

請 願 ５ 号 藤久保公民館のカラオケ機器の入替について 採　　択 ○ ○ × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○
議

長
○

請 願 ６ 号 公民館使用に関する請願書 採　　択 × × ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ × ○ ○

請 願 ７ 号 少年用運動公園設置についての請願書 採　　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
○

陳 情 ６ 号
子ども・子育て新システムの導入に反対し、現行保育制
度の拡充を求める意見書提出を求める陳情書

採　　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
議

長
○

意見書18号「保育制度改革」に関する意見書について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○
議

長
○

意見書12号
災害に強い日本の構築に向けた社会資本整備を求める意
見書について

否　　決 × × × × × × ○ ○ ○ × × × ○
議

長
×

意見書13号
防災会議に女性の視点を取り入れることを求める意見書
について

原案可決 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ×

意見書14号
国民生活の安心と向上を図る各種基金事業の継続を求め
る意見書について

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議

長
×

意見書15号 消費税の税率引き上げを行わないことを求める意見書 否　　決 × × × ○ ○ ○ × × × × × × ×
議

長
×

意見書16号
子ども・子育て新システムの撤回を求める意見書につい
て

撤　　回 理由：意見書第 18 号と同趣旨のため

意見書17号
年金の支給開始年齢の引き上げ及び年金額の削減は行わ
ないことを求める意見書

否　　決 × × × ○ ○ ○ × × × × × × ×
議

長
○

議
員
名　

結
果

○賛成　× 反対

５７ ◆◆審議結果と議員ごとの賛否内訳◆◆

■ …可決・採択・同意   　■ …否決・不採択・撤回 

陳　　　情
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６◆◆陳情・意見書◆◆

意
見
書
を

国
の

関
係
機
関
に

提
出
し
ま
し
た

採択
﹁
保
育
制
度
改
革
﹂
に
関
す
る

意
見
書

●
趣
旨

　

国
が
、
少
子
化
社
会
対
策
会
議
に
お
い
て

中
間
と
り
ま
と
め
を
し
た
﹁
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
シ
ス
テ
ム
﹂
は
、
国
と
自
治
体
の
責

任
で
行
わ
れ
て
き
た
保
育
制
度
の
根
幹
が
揺

ら
ぐ
可
能
性
の
あ
る
制
度
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

﹁
新
シ
ス
テ
ム
﹂
を
導
入
す
る
の
で
は
な
く
、

現
行
保
育
制
度
の
堅
持
・
拡
充
を
求
め
る
た

め
に
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

提
出
先 

内
閣
総
理
大
臣　

財
務
大
臣

 

厚
生
労
働
大
臣　

衆
議
院
議
長

 

参
議
院
議
長

採択

防
災
会
議
に
女
性
の
視
点
を
取

り
入
れ
る
こ
と
を
求
め
る
意
見

書

●
趣
旨

　

地
域
防
災
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
防
災
会

議
へ
の
女
性
委
員
を
積
極
的
に
登
用
し
、
こ

れ
ま
で
反
映
が
不
十
分
で
あ
っ
た
女
性
の
視

点
を
取
り
入
れ
、
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正

を
速
や
か
に
行
う
こ
と
を
求
め
る
た
め
に
提

案
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

提
出
先 
内
閣
総
理
大
臣　

総
務
大
臣

 
防
災
担
当
大
臣　

 

男
女
共
同
参
画
担
当
大
臣

採択

国
民
生
活
の
安
心
と
向
上
を
図

る
各
種
基
金
事
業
の
継
続
を
求

め
る
意
見
書

●
趣
旨

　

医
療
や
介
護
の
充
実
や
子
育
て
支
援
・
障

が
い
者
支
援
・
自
殺
者
対
策
の
強
化
等
に
対

す
る
各
種
基
金
制
度
が
設
け
ら
れ
、
本
町
で

も
そ
れ
ら
の
基
金
を
利
用
し
事
業
を
行
っ
て

き
た
が
、
基
金
事
業
の
多
く
が
今
年
限
り
で

終
了
と
な
る
。

　

国
民
生
活
の
安
心
と
向
上
を
図
る
上
か

ら
、
こ
う
し
た
基
金
及
び
基
金
事
業
の
継
続

を
求
め
る
。

　
　

提
出
先 

内
閣
総
理
大
臣　

 

厚
生
労
働
大
臣

 

文
部
科
学
大
臣

 

少
子
化
対
策
担
当
大
臣

採　　択

子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
反
対
し
、
現
行

保
育
制
度
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
提
出
を
求
め
る

陳
情
書

●
陳
情
趣
旨

　

国
は
少
子
化
社
会
対
策
会
議
に
お

い
て
﹁
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
シ
ス
テ

ム
の
中
間
と
り
ま
と
め
﹂
を
決
定
し
た
。

こ
の
﹁
新
シ
ス
テ
ム
﹂
は
直
接
契
約
、

利
用
者
補
助
、
保
育
料
の
応
益
負
担

等
を
柱
と
す
る
し
く
み
で
あ
り
、
待
機

児
童
解
消
を
名
目
に
、
多
様
な
事
業

者
の
参
入
を
図
る
と
し
て
事
業
者
指

定
制
度
を
導
入
す
る
も
の
で
あ
る
。
本

陳
情
は
、
国
に
対
し
新
シ
ス
テ
ム
の
導

入
で
は
な
く
、
保
育
・
子
育
て
支
援
の

施
策
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
も
の
で
す
。

●
審
査
経
過

　

本
陳
情
は
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

へ
付
託
し
審
査
し
ま
し
た
。

︽
主
な
賛
成
意
見
︾

①
国
は
議
論
を
急
ぎ
す
ぎ
て
い
る
よ
う

だ
。
新
シ
ス
テ
ム
が
全
体
と
し
て
ま

と
ま
っ
て
い
な
い
と
思
う
。
現
時
点

で
は
法
案
提
出
は
時
期
尚
早
と
考

え
、
意
見
書
提
出
に
賛
成
で
あ
る
。

②
社
会
保
障
・
税
の
一
体
改
革
の
中
で

議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

も
あ
る
。
新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
急

ぐ
こ
と
は
反
対
で
あ
り
、
意
見
書

提
出
に
賛
成
す
る
。　

　

委
員
会
で
の
審
議
結
果
は
﹃
採
択

と
す
べ
き
も
の
﹄
と
決
定
し
た
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
受

け
本
会
議
で
採
決
を
行
っ
た
と
こ
ろ

賛
成
多
数
で
﹃
採
択
﹄
と
決
定
し
ま

し
た
。

意
見
書
案
の
内
容
が

不
明
確

菊
地

　

意
見
書
提
出
の
陳
情
で
あ
る
が
、

意
見
書
案
が
提
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ま
た
委
員
長
へ
の
質
疑
応
答
で
も
意

見
書
の
内
容
が
不
明
確
で
あ
っ
た
た

め
、
ど
の
よ
う
な
意
見
書
に
な
る
の
か

分
か
ら
ず
、
賛
成
し
が
た
い
。
よ
っ
て

不
採
択
と
す
る
。




